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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
打
倒
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
５
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
中
学
星
人

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
３
魔
族
最
強
の
力
を
誇
る
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
。

他
の
魔
族
は
、
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
に
対
し
逆
転
の
機
会
を
狙
っ
て
い
た
。

目
覚
め
よ
そ
の
根
性
！
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
を
ブ
っ
潰
せ
！
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?
 

４
つ
の
時
代

ー
２
０
０
８
年
ー

人
間
が
栄
え
る
時
代
。
彼
ら
は
本
能
よ
り
知
能
を
活
か
し
、
か
弱
い
体
と
短
い

寿
命
で
有
り
な
が
ら
も
生
き
延
び
、
発
展
し
て
き
た
。

自
ら
が
１
３
魔
族
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
程
に
・
・
・

ル
ー
ク
「
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
・
・
・
ニ
ッ
ト
帽
だ
。
」

ル
ー
ク
。
チ
ェ
ッ
ク
メ
イ
ト
フ
ォ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
族
ビ
ー

ス
ト
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー

を
取
り
込
ん
で
い
る
。

シ
ャ
ド
ウ
「
相
変
わ
ら
ず
、
い
い
体
格
だ
よ
な
。
」

ダ
ー
ク
「
で
も
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
だ
し
、
そ
の
上
チ
ェ
ッ
ク
メ
イ
ト
フ
ォ
ー
だ
ろ
。

い
ざ
と
な
っ
た
ら
殺
さ
れ
兼
ね
な
い
ぞ
。
」

シ
ャ
ド
ウ
「
で
も
俺
ら
、
も
う
限
界
だ
。
」

ダ
ー
ク
「
あ
あ
。
早
く
い
い
体
見
つ
け
な
い
と
な
。
」

彼
ら
は
ゴ
ー
ス
ト
族
。
肉
体
を
持
た
ず
霊
魂
だ
け
で
生
き
て
い
る
。
し
か
し
他

の
生
物
に
憑
依
し
な
い
と
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
を
取
り
込
め
な
い
。

ダ
ー
ク
「
・
・
・
お
？
」

そ
ん
な
２
人
の
目
の
前
に
、
死
に
か
け
た
人
間
が
現
れ
た
。
１
人
は
金
髪
で
チ

ャ
ラ
い
格
好
の
青
年
。
も
う
１
人
は
黒
髪
で
和
服
を
着
た
青
年
だ
。

ダ
ー
ク
「
都
合
よ
く
２
人
も
い
る
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

シ
ャ
ド
ウ
「
も
う
迷
っ
て
る
暇
は
な
い
。
あ
い
つ
ら
に
憑
こ
う
。
」

シ
ャ
ド
ウ
は
黒
髪
に
、
ダ
ー
ク
は
金
髪
に
憑
い
た
。

ダ
ー
ク
「
さ
ー
て
、
食
い
に
行
く
か
。
」

シ
ャ
ド
ウ
「
あ
あ
。
」

ー
１
９
８
６
年
ー

あ
ら
ゆ
る
面
で
不
安
定
な
時
代
。
人
間
は
対
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
を
意
識
し
始
め
た
。
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次
郎
「
・
・
・
本
格
的
に
ど
う
す
る
？
」

ラ
モ
ン
「
僕
も
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
し
ね
。
」

力
「
・
・
・
な
ん
と
か
子
孫
を
残
さ
な
い
と
。
」

御
損
じ
ア
ー
ム
ズ
モ
ン
ス
タ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
各
一
族
最
後
の
生
き
残
り
で
、
な

ん
と
か
根
絶
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

次
郎
「
ラ
モ
ン
、
お
前
は
マ
ー
メ
イ
ド
族
を
見
つ
け
れ
ば
・
・
・
」

ラ
モ
ン
「
彼
女
ら
は
水
棲
種
族
と
し
か
交
配
し
な
い
と
思
う
し
、
人
間
に
よ
っ

て
か
な
り
減
っ
て
る
よ
。
」

力
「
・
・
・
・
・
」

ー
２
０
０
８
年
ー

シ
ャ
ド
ウ
「
・
・
・
ふ
ぅ
。
」

２
人
は
食
事
を
終
え
、
街
を
徘
徊
し
て
い
た
。

ダ
ー
ク
「
ど
う
や
ら
こ
の
体
の
持
ち
主
、
隣
町
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
る
ら
し

い
ぞ
。
」

シ
ャ
ド
ウ
「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
早
く
消
え
る
か
。
隣
じ
ゃ
あ
す
ぐ
見
つ
か
っ
て

面
倒
だ
。
」

ダ
ー
ク
「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
。
」

ー
２
０
３
０
年
ー

よ
り
発
展
し
た
時
代
。
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
は
人
間
と
の
共
存
を
目
指
し
、
ラ
イ
フ

エ
ナ
ジ
ー
に
変
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
た
。

そ
の
名
は
ソ
ー
ラ
ー
ブ
レ
シ
ン
グ
。
太
陽
の
光
に
よ
っ
て
生
き
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
の
だ
。

真
介
「
コ
レ
を
人
間
の
作
っ
た
料
理
と
共
に
摂
取
す
れ
ば
、
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
は

今
ま
で
通
り
に
生
き
て
い
け
る
は
ず
で
す
！
」

彼
は
名
護
真
介
。
名
護
さ
ん
と
恵
の
息
子
だ
。

太
牙
「
素
晴
ら
し
い
。
や
は
り
君
を
こ
の
研
究
に
参
加
さ
せ
て
正
解
だ
っ
た
。
」

御
損
じ
登
太
牙
。
今
も
社
長
を
続
け
て
い
る
。

だ
が
他
の
魔
族
は
、
戦
意
を
無
く
し
た
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
に
復
讐
を
企
ん
で
い
た
。
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ー
２
０
０
８
年
ー

シ
ャ
ド
ウ
「
よ
し
、
切
符
も
買
っ
た
し
、
早
速
・
・
・
ん
？
」

ダ
ー
ク
「
ど
し
た
？
」

シ
ャ
ド
ウ
「
・
・
・
あ
れ
。
」

シ
ャ
ー
ク
Ｆ
『
ウ
ォ
ォ
！
』

キ
バ
ッ
ト
『
お
い
渡
！
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
』

キ
バ
Ｂ
Ｆ
『
そ
う
だ
ね
・
・
・
』

ダ
ー
ク
「
あ
あ
、
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
見
て
る
と
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
！
」

シ
ャ
ド
ウ
「
あ
あ
。
」

キ
バ
Ｅ
Ｆ
『
う
わ
あ
！
』

キ
バ
ッ
ト
『
お
い
お
い
大
丈
夫
か
よ
。
』

タ
ツ
ロ
ッ
ト
『
早
く
ケ
リ
つ
け
ま
す
よ
。
』

ダ
ー
ク
「
何
や
っ
て
ん
だ
よ
早
く
倒
せ
よ
！
」

シ
ャ
ド
ウ
「
あ
あ
。
」

キ
バ
と
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
は
徐
々
に
此
方
に
近
付
い
て
く
る
。

シ
ャ
ー
ク
Ｆ
「
ウ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
」

キ
バ
Ｅ
Ｆ
「
ぐ
う
ぅ
・
・
・
」

シ
ャ
ド
ウ
「
さ
っ
き
か
ら
何
手
こ
ず
っ
て
ん
だ
よ
。
」

キ
バ
Ｅ
Ｆ
・
シ
ャ
ー
ク
Ｆ
「
「
！
？
」
」

シ
ャ
ド
ウ
「
キ
バ
な
ら
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
な
ん
ざ
軽
く
倒
せ
る
だ
ろ
う
が
。
」

キ
バ
Ｅ
Ｆ
「
で
も
・
・
・
」

シ
ャ
ド
ウ
「
も
う
我
慢
で
き
ん
。
」

シ
ャ
ド
ウ
は
右
手
か
ら
細
く
黒
い
炎
を
放
っ
た
。

シ
ャ
ー
ク
Ｆ
「
グ
ァ
ァ
！
」

シ
ャ
ー
ク
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
は
砕
け
散
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
が
飛
び
出
る
。

ダ
ー
ク
「
頂
き
！
」

一
瞬
の
内
に
、
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
は
消
え
た
。

キ
バ
ッ
ト
「
あ
ん
た
ら
一
体
・
・
・
？
」
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シ
ャ
ド
ウ
「
い
ず
れ
分
か
る
。
」

そ
う
言
う
と
振
り
返
り
、
シ
ャ
ド
ウ
達
は
進
ん
で
行
っ
た
。

ダ
ー
ク
「
お
い
お
い
電
車
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ぞ
！
」

シ
ャ
ド
ウ
「
え
え
！
？
」

ー
１
９
６
４
年
ー

人
間
が
未
熟
な
面
を
見
せ
る
時
代
。
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
の
存
在
も
、
全
く
と
言
っ

て
い
い
程
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ビ
シ
ョ
ッ
プ
「
し
つ
こ
い
連
中
で
す
ね
。
」

ル
ー
ク
「
・
・
・
っ
た
く
、
内
戦
は
構
わ
な
い
け
ど
俺
ら
は
巻
き
込
ま
な
い
で

欲
し
い
ぜ
。
」

ゴ
ブ
リ
ン
族
が
フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
族
に
宣
戦
布
告
し
、
戦
争
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
た
。

ビ
シ
ョ
ッ
プ
「
し
か
し
、
こ
ち
ら
に
も
切
り
札
が
有
り
ま
す
。
」

ル
ー
ク
「
ま
あ
、
キ
バ
の
力
が
あ
れ
ば
イ
チ
コ
ロ
だ
な
。
」

２
２
年
ご
と
に
区
切
ら
れ
た
４
つ
の
時
代
。

フ
ァ
ン
ガ
イ
ア
と
の
宿
命
の
戦
い
が
、
今
始
ま
る
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

打倒ファンガイア！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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